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異国で感じた人の力 

インドネシアにはコロナ前後を含め約 5年間暮ら

しました。温暖な気候だけでなく、人々の温かさが

印象に残っています。価値観の違いに戸惑うことも

ありましたが、人のために時間を惜しまない優しさ

に何度も救われました。ジャカルタから約 2 時間の

ボゴールへ出かけた帰り道、車が泥にはまり動けな

くなった際、近くの村の人々が自然と集まり助けて

くれました。さらに手を洗わせてくれたり、トイレ

も貸してくれたりしました。言葉が十分通じなくて

も寄り添ってくれる人々の姿は、今も忘れられませ

ん。      

保護者 様（インドネシア） 

日本人小学校６年生の社会貢献 

シンガポール中心部（ブギス周辺）にあるミドル

ロードは、ビルや住宅、学校が混ざる都市の一角で

す。明治時代にはこの周辺に日本人商人や労働者、

からゆきさんが集まり、日本人社会が形成されまし

た。 しかし第二次世界大戦中の日本軍占領期は、シ

ンガポール社会に大きな影響を与え、今その痕跡を

見つけるのは困難です。1965 年の建国後、その時

代を経験した「建国の父」リー・クアンユーは、戦

後の日本を平和な国家として評価し、占領期の記憶

は歴史として残しつつ、記憶を保持しつつも協力関

係を築くべきという立場を示しました。 その一つの

例は日本人墓地公園が今も残っていることかもしれ

ません。シンガポールには国別墓地は他にないと思

われる、例外的な場所です。そんな異国で生きた日

本人の記憶を毎年日本人小学校の６年生が清掃活動

をしています。 

保護者 様（シンガポール） 

～保護者の方より～ 

 

４月１７日より、今年度の帰国生徒学習会が始まりました。新入生や編入生を迎えて、今年度の活動も順調
にスタートしています。今回の「つながり」第２号は、新入生・編入生の紹介です。滞在していた国、附属中
学校で頑張りたいことなどを教えてもらいました。ぜひ、ご一読ください。 

新入生・編入生 よろしくお願いします！ 



 

3年生 生徒 （シンガポール）  ３年生 生徒 （中国） 
 

私はこの学校に編入する前、シン

ガポールのインターナショナル学校

でいろいろな国の人たちと一緒に学

んでいました。この経験を生かして

私は変わった着眼点から新たなこと

を進んで学んでいきたいと思いま

す。どうぞよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

  3年〇組に転校してきました。（生徒

名前）です。中国の上海に4年半ほど住

んでいました。ダンスが好きです！附属

中でのこれからの生活をとても楽しみ

にしています。よろしくお願いします！ 
   

３年生 生徒 （アメリカ合衆国）  ２年生 生徒 （アメリカ合衆国） 

 私はアメリカのケンタッキー州に

約 4 年間住んでいました。好きな映

画は「ロストケア」です。附属中で

は周りとの関わりを大切にし、充実

した学校生活を送りたいです。 

 

 

 

 

 
私は、小4からアメリカで約3年半過

ごしました。これからは、海外での経験

を活かし、部活や附トラを通して、附属

中でしか経験できない楽しい思い出を

作っていきたいです。 

１年生 生徒 （シンガポール）  １年生 生徒 （中国） 
 

私は、シンガポールに滞在してい

ました。好きなことは、ゲームをす

ることと読書をすることです。得意

なことは水泳です。生まれは日本で

す。好きな科目は、算数です。数学

を頑張りたいです。 

 

 

 

 

 

  １年〇組（生徒名前）です。中国の上

海で約４年半過ごしていました。「名探

偵コナン」が好きです。この中学校での

生活をずっと楽しみにしていました。よ

ろしくお願いします。 
   

１年生 生徒 （エジプト）  １年生 生徒 （シンガポール） 

 

 

 

私は日本で生まれ、3 歳の頃中国

に行き、その後もさらに 2 つの国で

過ごしてきました。附属中では今ま

での経験を学校生活に生かしていき

たいです。 

 

 

 

 

 

1年〇組（生徒名前）です。僕は、合

唱コンクール実行委員になりました。合

唱コンクールでは、全力を尽くし素晴ら

しいものにして責任を果たしたいと思

います。よろしくお願いします。 
 

新入生・編入生の自己紹介 


